【報告】令和６年第3回こども未来プロジェクト～SEASON２～

【開催日時】　   令和６年7月18日（水）午後３時35分～午後４時30分
【生徒参加者】　　10名（新井中４名、保土ケ谷中４名＜内ＯＢ高校生１名＞、上菅田中２名）
【スタッフ他参加者】　　
ファシリテーター・副校長
こども家庭支援課学校連携担当職員３名
【自己紹介】
　　・会議の約束事確認
・参加者自己紹介・・・学校別自己紹介
【本日のミッション・ゴール】
　　・保土ケ谷区公式マスコット制定について　
プロジェクトへのオファー
　　・相鉄５駅　構内アナウンスについて
【区公式マスコットキャラクター選考について】
　■概要説明・・・保土ケ谷区役所より
　　　１００周年を契機にマスコットを制定する。９月２日（月）マスコット案応募締切
選考過程：内部選考にて全応募作品から１５作品に絞る。
→さらに５作品に絞る選定会議（役員会）にこども未来PJメンバーが参加する。
→前もって１５点を選考会に参加するメンバーに送るので、他のメンバーと話し合い　事前採点をしておく。
選考会で絞られた５作品を区民投票により採用作品を決定する。
　　　選考日：９月６日（金）午後３時３０分より
→選んだ作品の推薦理由を述べる。
→実行委員役員、中学生参加PJメンバーの意見を聞き、再度採点をする。
　　　　　　　　　　　　→最終候補作品５点を決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　参加方法：オンライン参加（参加希望者）
　　　参加資格：こども未来プロジェクトメンバー並びにメンバー以外の各校の参加希望者も可　　　
　　 選考会参加希望集約:８月３０日（金）までに各校の担当教諭に申し込む。
　　　参考資料：保土ヶ谷区役所HP＞子育て・教育＞放課後児童育成＞こども未来プロジェクト
             ※昨年からのメンバーは、記念カードの二次元コードからも入れます。 
　　　※マスコットキャラクターの応募は、中学生でもできるので、興味のありそうな友だちにも声掛けをしてみてください。
【相鉄線各駅のアナウンス活動について】
　■前回の質問事項への相鉄の回答
　　・内容について
　　　→基本的にどのような内容でも可。特定のお店や利益になるような紹介は不可。
　　　　　例えば、中学校の宣伝でも可。ただ、その情報が、駅利用客にとって有益な情報なのかは吟味してほしい。
  ・放送時間帯について
　　　→どんなことを伝えたいか、誰に伝えたいかが明確になっていれば、その対象となる時間帯に放送することは可能
     利用時間帯で多いのは、朝７時～８時であるが、その時間帯は急いでいるので放送の効果は薄い。子ども連れ、高齢者対象であれば、日中の時間帯がよい。
　　・放送原稿の長さ
　　　→特に決められてはいない。ただ、駅を通行する人はなかなか足を止めて聞くということはないので、簡潔なメッセージの方が効果がある。
　■先生より
　　・学校に鉄道好きな生徒がおり、ぜひ参加したいという意向がある。将来、鉄道関係の仕事をしたいと思っている。（３人）子どもの夢の応援プロジェクトが主目的なので、メンバーではないが、参加可能かを伺いたい。鉄道愛を語りたいと言っている内容については、この会が決めたことに従う。
　　　→鉄道の話をするのであると、１００周年のことは話さないのか？
→１００周年のことも話して、その後鉄道についても話したいというアイデアの一つです。
 　・なんでもいいというのは、かえって難しいので基本フレーズは、区担当が用意した方がいいと考えています。
　■駅担当を決め、内容は担当にお任せするか？内容を先に決め、その後駅担当を決めるか？
　　→例えば、一つの駅で３パターンくらいあってそれを時間帯とかで使い分けるのはどうか？
　　　　そうすると、宮田中の鉄道好きパターンもOKになるのではないか？
　　→いくつかのパターンがOKであれば、西谷駅などは上菅田中、新井中、西谷中が利用校になるが、それぞれの学校が作ったものを放送してもらえる。どこの駅でも使えるものがあってもいい。
　・（区担当）この件に関しては、相鉄とも話し合いの上、お返事したい。いくつかのパターンを時間帯で分けるのか、期間で分けるのかなど、相鉄の対応を聞いてからお返事したい。
　　→プロジェクトのメンバーだけではなく、演劇部や放送部などもあるし、得意な人ややってみたい人が入ってきてもいいのではないか。
　　→鉄道好きの人がかかわるのはいいけど、そのほかも関わりたい人と増やしていくと人数的な問題が心配になる。
　■これだけは入れたいということ
　・相鉄線のいいところを伝える。（上菅田中）
・保土ヶ谷区の歴史や魅力を伝えたい。（保土ケ谷中・新井中）
・それぞれの町内会ごとのベント情報や季節の変化に合わせた地域の見どころなども入れたらいい。また、それぞれの地域にある商店街情報や自治会の企画などを伝えるのもよい。（高校生）
→サンプル基本フレーズは、ファシリテーター、副校長、区が作成し、次回に示す。
→相鉄を最寄り駅とする西谷中、岩崎中、橘中などにも参加の声掛けをしていく。
【その他】
　　→JR羽沢横浜国大駅でのアナウンスの可否についてもJRに聞いておく。（区担当）
■区民まつりについて　１０月１９日（土）
・もし、区民まつりにブースを出したら何をやりたいか？（アンケートにて回答）
→物販：駄菓子屋（４人）プロジェクト紹介（２人）決まったマスコット物の配布（１名）
■第４回こども未来PJ会議　　９月中旬以降
担当：保土ケ谷区こども家庭支援学校連携・こども担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
